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車　名  型　式  年　式
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※ JBL プレミアムサウンドシステム付車は除きます。
※当製品の適合情報は、2016 年 5 月現在のものです。製品の仕様変更、および車両の仕様変更により、予告なく変更

になる場合がありますので予めご了承ください。
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© パイオニア株式会社 2016
<CRA5097-A>

AVIC-CE900AL		/	AVIC-CE900AL-M
AVIC-CE900VE		/	AVIC-CE900VE-M

車への取り付けは、必ずこの取付説明書と取扱説明書の「安全上のご注意」に従って正しく行ってください。指定
以外の取り付け方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。この場合は、当社
では一切の責任を負いかねます。
この取付説明書は、本製品の取り付けに際して取り外された部品と一緒に保管してください。

販売店様へ
接続、取り付け作業が完了しましたら、この取付説明書と本製品の取り付けに際して取り外した部品をお客様へ
お渡しください。

※ 別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。
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接続・取り付け部品を確認する

■ 10インチナビゲーション

ナビゲーション本体関係

接続ケーブル関係

GPSアンテナ関係

フィルムアンテナ関係

スマートコマンダー関係

音声認識マイク関係

GPSアンテナ×1 金属シート×1 クランパー×3 両面テープ×1

フィルムアンテナ
Ⓐ・Ⓑ 各 2

アンテナケーブル 
1A・2B・3B・4A 各 1

クリーナークロス×1 クランパー×6

スマートコマンダー
本体× 1

アタッチメント× 1 両面テープ× 1 タッピングネジ× 2 単 4形アルカリ 
乾電池× 2

音声認識用マイク× 1
両面テープ 

（15 mm×12 mm）× 1  

ナビゲーション本体ASSY× 1

RCA入出力ケーブル
× 1

USB接続ケーブル
× 1
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■取付キット（アルファード / アルファード ハイブリッド / ヴェルファイア / ヴェルファイア ハイブリッド専用）  

専用クラスターパネル関係

接続ケーブル関係

スマートコマンダー取付キット関係

クッション関係

フロアカメラ取付キット関係

フロアカメラホルダー
× 1

スマートコマンダー
ホルダー× 1

クッション× 1

トレイ付きスマート
コマンダーホルダー× 1

専用クラスターパネル× 1

電源変換ハーネス× 1
ラジオアンテナ

変換ケーブル× 1
ステアリング

リモコンコード× 1

フロアカメラダミーカバー
× 1

タッピングネジ
× 1

フロアカメラ固定ネジ
× 2
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つづき

接続・取り付け部品を確認する

■マルチドライブアシストユニット
　 （AVIC-CE900AL-M , AVIC-CE900VE-M に同梱）

フロントカメラ関係

フロアカメラユニット関係

データ通信専用通信モジュール関係

MAユニット本体関係

フロントカメラ× 1

フロアカメラユニット
× 1

両面テープ× 1

データ通信専用通信モジュール
「ND-DC2」× 1

MAユニット本体× 1

ファスナー［大］
（やわらかい方）× 2

クランパー× 3

フロアカメラ電源
ボックス× 1

ナビゲーション
接続ケーブル× 1

ファスナー［小］
（かたい方）× 1

六角レンチ× 1

電源ケーブル× 1

ファスナー［小］
（やわらかい方）× 1

クリーナークロス× 1

USB延長ケーブル
× 1

フロアカメラユニット
接続コード× 1

ファスナー［大］
（かたい方）× 2

必要な工具
⊕ドライバー、⊕⊖精密ドライバー、リムーバー、カッター、ボックスレンチ、ニッパー、ラジオペンチ、
ヤスリ、テープ類
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

接続の前に知ってほしいこと

●取付キットに付属の電源変換ハーネスおよび別売品の
ケーブルの黒リード線（アース）は、ナビゲーション本
体ASSYのブラケットを固定しているネジを緩めて共
締めし、確実に接続してください。

●赤リード線（アクセサリー電源）は、常にバッテリーか
ら電源が供給される電源回路には接続しないでくださ
い。接続すると車のバッテリーが消耗します。

●若草色リード線（パーキングブレーキスイッチ）は、必
ずパーキングブレーキスイッチの電源側に接続してく
ださい。接続しないと一部の機能が使用できなくなり
ます。

●黒リード線（アース）は、パワーアンプなどの消費電流
が大きい製品のアースとは別々に取り付けてください。
まとめて取り付けると、ネジが緩んだり外れたりした
とき、製品の発煙・故障の原因となる恐れがあります。

●必ず付属の部品を指定どおりに使用してください。指
定以外の部品を使用すると故障する恐れがあります。

●スピーカーのリード線をアースに接続したり、複数の
スピーカーの（－）リード線を、共通にして接続しない
でください。

●本機と組み合わせるスピーカーには、最大入力50 W 
以上のハイパワー用で、インピーダンスが4 Ωから8 
Ωのものを使用してください。規格以外のスピーカー
のご使用は、スピーカーやアンプの発火・発煙・破損
の原因となります。

接続上のご注意

黒リード線(アース)

ナビゲーション
本体ASSYの
ブラケット

ブラケットを
固定しているネジ

コネクターの脱着のしかた

●コネクターは、“カチッ”と音がするまで押し込んで、確実に接続
してください。スムーズに入らない場合は、色が間違っている可
能性がありますので、コネクターどうしの色を確認してください。
また、無理に挿入しないでください。故障の原因となる場合があ
ります。

●コネクターを外すときは、図のようにコネクター部分を持ってロッ
クを押しながら引っ張ってください。コードを引っ張るとコード
が抜けてしまうことがあります。

合場のータクネコ源電 ： 例
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名称 はたらき

1
モニターが閉じているとき

● 左上に　　 が表示された画面で押すと、前の画面にもどります。
● ディスク挿入時に長く押すと、モニターが開き、ディスクが出てきます。

モニターが開いているとき
● モニターが閉じます。
● ディスク挿入時に長く押すと、ディスクが出てきます。

2 AV

AV 画面表示中
● AVメニュー画面を表示します。
● 長く押すと、AVソースを OFFにしたあと、ソースOFF画面を表示します。

AV 画面以外表示中
● AV ソース画面を表示します。
● AV ソースが OFF のときは AV メニュー画面を表示します。
● 長く押すと、AV ソースを OFF にしたあと、ソース OFF 画面を表示します。

3 ● HOME画面を表示します。
● 長く押すと、画質調整画面を表示します。

4 NAVI
● 現在地画面を表示します。
● 現在地画面を表示しているときは、表示中の地図のスケールを登録スケールにします。
● 長く押すと、画面を消灯します。

5 ● あらかじめ割り当てた機能を実行します（カスタムダイレクト）。（取扱説明書の「カスタム機能」参照）
● 長く押すと、カスタムメニュー画面を表示します。

6 TRK
● 再生中の曲やチャプターを変更します。
● 長く押すと、曲や映像の早戻し /早送りをします。
● ラジオの周波数の調整や、テレビの放送局の変更をします。

7 VOL ●AVソースの音量を調整します。

8 インジケータ ● 本機の電源がオフの時に点滅します。

スイッチパネルの名称と働き

6 7

1 2 3 4 5

8
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

接続端子の名称と働き

前面モニター内部

1 GPS アンテナ接続端子（緑）
 付属の GPS アンテナを接続します。( ☞ 8 ページ )
2 USB 接続端子（Type A）（黒）
 別売のケーブルを使用して iPhone /iPod や USB

メモリーを接続できます。
3 USB ケーブル接続端子（茶）
 同梱、別売、または機器に付属の USB 接続ケーブ

ルを接続します。( ☞ 9 ページ )
4 拡張入出力端子（黒）
 別売の ETC2.0 ユニットまたは ETC ユニットが接

続できます。( ☞ 8 ページ )
5 HDMI 入力端子（Type D）（黒）
 別売のケーブルセットを使用して、iPhone、iPod 

や AndroidTM OS 搭載のスマートフォンが接続でき
ます。( ☞ 35、36 ページ）

 また、HDMI 出力ソース（ブルーレイディスクプレ
イヤーなど）も接続できます。( ☞ 9 ページ )

6 HDMI 出力端子（Type A）（黒）
 HDMI 入力に対応した別売のパイオニア製リアモニ

ターなどが接続できます。( ☞ 33 ページ )
7 AM/FM/FM VICS 用アンテナ入力端子
 付属のラジオアンテナ変換ケーブルを接続します。 

( ☞ 8 ページ )
8 バックカメラ接続端子（白）
 別売のバックカメラユニットが接続できます。  

( ☞ 34 ページ )

9 フィルムアンテナ接続端子（黒）
 付属のフィルムアンテナ 1A、2B、3B、4A それぞ

れを接続します。( ☞ 15 〜 17 ページ )
� 映像・音声入出力端子（黒）
 付属の RCA 入出力ケーブルを接続します。  

( ☞ 8、30 〜 34 ページ )
� 電源端子（黒）
 付属または別売の電源変換ハーネスを接続します。 

( ☞ 8、30 〜 32、34 ページ )
� ヒューズ（10 A）
 注： ヒューズを交換するときは、必ず同じ容量の 

　　ヒューズと交換してください。
� AUX 入力端子（黒）
 ビデオプレーヤーなどの外部映像機器が接続できま

す。( ☞ 9 ページ )
� ステアリングリモコンアダプター /   
　 ステアリングリモコンケーブル接続端子（黒）
 付属のステアリングリモコンコードを接続します。 

( ☞ 8 ページ )
� 音響特性測定用マイク入力端子（黒）
 別売の音響特性測定用マイク「CD-MC1」を接続し

ます。
 注： 音響特性測定用マイクは、測定時のみ接続して 

　　ください。
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RCA入出力
ケーブル

  電源変換ハーネス

アンテナプラグ　

  ラジオアンテナ変換ケーブル

車両側ラジオ
アンテナコード

MAユニット接続端子

HFCHFC

黒

GPSアンテナ

緑

3.6 m

黒

6 m

ナビ連動型ETC2.0ユニット「ND-DSRC3」（別売）
または
ナビ連動型ETCユニット「ND-ETC7」（別売）

黒下記「注1」参照

20 cm

ステアリングリモコンコード
車両側ステアリング
スイッチハーネス

20P 20P

20P

注：奥まで確実に押し込ん
で接続してください。
接続が不十分だと誤動
作の原因となります。

黒

青/白

4 m

音声認識用マイク

黒

4 m 4 m

4 m 4 m

フィルム
アンテナ（Ⓑ）

フィルム
アンテナ（Ⓐ）

フィルム
アンテナ（Ⓑ）

フィルム
アンテナ（Ⓐ）

1A
2B

4A3B

注：他のコードと
　　束ねないでく
　　ださい。

音声認識用マイク
入力端子（マイク）車両側オーディオ

ハーネス

クラスターパネルの
スイッチパネルに
接続します。

10P

6P

10P

6P

車両側バック信号/
車速信号/パーキング
ブレーキ信号ハーネス

5P 5P

スイッチパネル
接続コード

システムリモート
コントロール

アース

アクセサリー電源

＋バッテリー

下記「注2」参照

注：電源変換ハーネスのシステムリモー
トコントール（青/白）リードのギボ
シを抜いて接続してください。

6P 6P

注：MAユニットとの
接続については、
次ページのメモを
ご覧ください。

黒

青/白

赤

白 灰

白
／
黒

灰
／
黒

黄

注1：端子側面に記載された番号とナビ
ゲーション本体に刻印された番号
を確認し、必ず同じ番号どうしを
4本とも接続してください。

（1A→1、2B→2、3B→3、

4A→4）正しく接続しないと、本来
の性能が得られません。

注2 ：ナビゲーション本体側面のブラケッ
ト取付ネジをゆるめて共締めし、確
実に接続してください。

－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

システムの接続 1

メモ

　　●スピーカーモードは「スタンダードモード」となります。
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VTRなどの外部
映像機器（AUX）

USB接続ケーブル（同梱）

USBケーブル「CD-U120」（別売）
データ通信専用通信モジュール
「ND-DC2」（別売または同梱）

ドライブレコーダーユニット
「ND-DVR1」(別売）

本機にドライブレコーダーユニット
「ND-DVR1」を接続したときは、
ナビゲーション本体の設定が必要で
す。（☞ 48 ページ） 

茶

茶

茶

茶

注：ドライブレコーダーユニット
「ND-DVR1」もしくはVTRなど
の外部映像機器（AUX）のいずれか
一方しか接続できません。

AV入力用変換ケーブル「CD-VRM200」（別売）

本機にVTRなどの外部映像機器（AUX）を接続したと
きは、AUX設定（☞ 47 ページ）が必要です。
また、映像が出ない場合は、RCA端子の赤（右 ch）と黄
（ビデオ）の組み合わせを入れ換えてみてください。

長さが足りないときは、別売
のミニジャック延長ケーブル

を」EM002V-DC「）用 VA（
お使いください。

注：次の製品のうち２つを接続できます。 
● マルチドライブアシストユニット
　「MAユニット」(別売または同梱)
● データ通信専用通信モジュール
　「ND-DC2」（別売または同梱）
●ドライブレコーダーユニット
　「ND-DVR1」（別売）
● USBメモリー（市販）

2 m

2 m

2 m

2 m

2 m

黒 黒 黒 黒

HDMI
機器

13 cm 2 m

HDMI 接続ケーブルセット
）売別（」120MH-DC「

ケーブルの固定方法については
(☞ 35 ページ )

iPhone / iPod、スマートフォン（☞ 35～36 ページ）

USBメモリー（市販）

注：MAユニットとの接続については、
下記のメモをご覧ください。

注：MAユニット接続時は
下記のメモをご覧ください。

MAユニット

－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

システムの接続 2
つづき

メモ

　■マルチドライブアシストユニット（MA ユニット）との接続について
　　● ナビゲーション本体との接続方法については、同梱または別売のマルチドライブアシストユニット（MA ユニット）に付

属の取扱説明書を参照してください。
　　● MAユニット接続時は、データ通信専用通信モジュールを MAユニット側に接続してください。
　　●フロントカメラやデータ通信専用通信モジュールなどの MAユニット各付属品の取付位置は、本書の 24 〜 29 ページを

参照してください。
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ナビゲーションシステムの取り付け

1 取付概要

フィルムアンテナ フィルムアンテナ

電圧信号入力線

フロントカメラ

音声認識用マイクGPSアンテナ

USB接続ケーブル

ナビゲーション本体

MAユニット本体

データ通信専用通信モジュール［ND-DC2］

USB延長ケーブル

MAユニットのフロントカメラケーブル

フロアカメラ接続コード

MAユニットの
ナビゲーション接続ケーブル

MAユニットの
電源ケーブル

フロアカメラ
ユニット

本図は、別売もしくは商品に同梱されているマルチドライブアシストユニット（MAユニット）、フロアカメラユニット、  
データ通信専用通信モジュールの取付概要も含みます。
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2 車両部品の取り外し

●作業を始める前に、バッテリーの⊖端子を外し
てください。

●キズ付き防止のため、工具を差し込む箇所や車
両部品を取外す際に干渉しそうな箇所などを、
マスキングテープなどで保護してください。

●取り外した車両部品、ネジ、ボルトの紛失にご
注意ください。

注意

1シートヒーター
　 スイッチベゼル

3クラスターサイド
　 パネル（R）

2クラスターサイド
　 パネル（L）

1 シートヒータスイッチベゼル

2 クラスターサイドパネル（L）

3 クラスターサイドパネル（R）

大型コンソールボックス付き車の場合

●左図を参照し、記載されている番号の順番で車両部品
を取り外してください。（図中の　  印は、クリップま
たはツメの位置を示しています。）

8メータークラスター
9コンビネーションメーター

8 メータークラスター

9 コンビネーションメーター

5センタークラスター

取付ボルト×4

6オーディオ取付
　 ブラケット

1クラスター
　 サイドパネル（L）

2クラスター
　 サイドパネル（R）

7グローブボックス

4センタークラスター
　 ガーニッシュ

1 クラスターサイドパネル（L）

2 クラスターサイドパネル（R）

4 センタークラスターガーニッシュ

5 センタークラスター

6 オーディオ取付ブラケット（L / R）

7 グローブボックス

小型コンソールボックス付き車の場合

全車共通

●車両から取り外したセンタークラスター（純正品）
は、本機の取り付けでは使用しません。大切に保
管してください。

注意

9 コンビネーションメーターを外す際は、上部左
右にある樹脂クリップのロックを側面側から押し
て外してから、下部のツメを抜いてください。
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ナビゲーションシステムの取り付け
つづき

14 フロントスカッフ
　 プレート（R）

16 インパネサイドカバー（R） 15 アンダーカバー（R）

13 カウルサイド
　 トリム（R）

スクリュー

ボルト

リテーナー

� カウルサイドトリム（R）

� フロントスカッフプレート（R）

� アンダーカバー（R）

� インパネサイドカバー（R）

� アンダーカバー（R）の樹脂クリップは、下面側
からロックを押して外してください。

11 フロントピラーガーニッシュ

12 サイドレジスター
　 ガーニッシュ

10 アシスト
　 グリップ

ボルト×2

カバー

� アシストグリップ（L / R）

� フロントピラーガーニッシュ（L / R）

� サイドレジスターガーニッシュ（L / R）

図はＲ側を示しています。Ｌ側も同様に取り外し
てください。

■ MAユニット［別売または同梱］を取り付ける場合
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マイク

マイクのコード

クランパー

3 音声認識用マイクの取り付け
１. マイクをマイククリップから外します。
２. マイクに両面テープを貼り付けます。
３. コラムカバー上面にマイクを取り付けます。
４. 左図を参照してマイクのコードを配線します。

●マイクは、ステアリング操作を行った際に、ステ
アリングバックカバーと干渉しない位置に取り付
けてください。

●マイクのコードを配線する際は、メータークラス
ターのツメ嵌合部を避け、復元時にコードのかみ
込みがない事を確認してください。

●両面テープおよびクランパーを貼る面は、汚れや
油分などをよく拭き取ってください。貼り付け後
は上からよく密着させ、確実に固定してください。

注意

コラム
カバー上面

両面テープ
［15×12mm］

マイク

マイククリップ

マイク

マイクの貼り付け方法マイクの取り外し方法

4 GPS アンテナの取り付け
１. GPS アンテナの裏面に両面テープを貼り付けます。

両面テープを貼る面は、汚れや油分などをよく拭き
取ってください。貼り付け後は上からよく密着さ
せ、確実に固定してください。

注意

GPSアンテナ
の裏面

GPSアンテナの裏面に、両面
テープを下図のように貼り付
けます。

両面テープ
［14×14mm］両面テープ

［14×14mm］

GPSアンテナ

マイクのコード

ハーネス固定テープ ●取り外したマイククリップは使用しません。
●マイクのコードをコラムカバー上面に固定する際

は、GPSアンテナ関係に同梱されているクラン
パーを使用してください
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GPSアンテナ

金属シート

GPSアンテナのケーブルGPSアンテナ

フロントピラー
ガーニッシュ（L）

この角を基準
とします

5 mm

5 mm

２. 左図を参照してダッシュボード上面に金属シートを
貼り付けます。

３. 金属シートの上に GPS アンテナを取り付けます。
（両面テープで貼り付けます。）

５. 左図を参照して GPS アンテナのケーブルを配線し
ます。

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。

●両面テープを貼る面は、汚れや油分などをよく拭
き取ってください。貼り付け後は上からよく密着
させ、確実に固定してください。

●金属シートは、切って小さくしないでください。
十分な受信感度が得られなくなります。

フロントピラーガーニッシュ（L）を仮復元し、手順
４で加工した部分に、GPSアンテナのコードが通
ることを確認してください。

注意

注意

ダッシュボード

GPSアンテナ

金属シート

両面テープ
［14×14mm］

GPSアンテナの貼り付け方法

４. フロントピラーガーニッシュ（L）下部の左図で示す
部分を、カッターナイフ、ニッパー等を使用して 
カットします。

●加工の際は、切り粉が目に入る恐れがあるため
保護メガネ（ゴーグル等）を着用してください。

●カッターナイフを使用する際は、ケガをする恐
れがあるため、ケブラー手袋等を着用してくだ
さい。

●キズ付き防止のため、要所をマスキングテープ
で保護してください。

●加工面はヤスリで仕上げて、バリを落としてく
ださい。

注意
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5 フィルムアンテナの取り付け

※フィルムアンテナはⒶ,Ⓑの２種類、
フィルムアンテナケーブルは①,②,
③,④の４種類あり、組み合わせる
フィルムアンテナとフィルムアンテ
ナケーブルは決められています。そ
れぞれを組み合わせて。左図の位置
に貼り付けてください。

車内から見た図

フィルム
アンテナ

アンテナ
ケーブル

フロントガラス右側フロントガラス左側

Ⓐ ⒷⒶⒷ

②④③①

■ フィルムアンテナの貼り付け位置について

■ フィルムアンテナの取付手順
１. フロントウインドウへのフィルムアンテナの貼り

付け位置を、車外から絶縁テープなどでマーキン
グします。

各取付位置寸法は、ウインドウの 
セラミックラインから

絶縁テープ 
などで垂直 
にマーキン 
グする

貼り付け
位置

貼り付け
位置

貼り付け
位置

左フロントピラー

120 mm

50mm

50mm

運転に安全な視野を確保し、性能を十分に発揮させ
るために、必ず図の範囲内に貼り付けてください。

注意

取り付け上のご注意
●保安基準※に適合させるため、本書をよくお読みになり、

正しく貼り付けてください。
※保安基準とは、道路運送車両の保安基準第29条及び細目

を定める告示第195条をいいます。
●指示した位置以外に貼り付けると道路運送車両の保安基準

に適合せず、車検に通らなかったり、整備不良の対象とな
ります。

●必ず車室内からフロントウインドウの指定の位置・寸法内
に貼り付けてください。

●フィルムアンテナは折り曲げないように、取り扱いに注意
してください。

●作業場所は、風が無く、空気中にゴミ、ホコリなどが無い
場所を選んで下さい。

●気温が低いときに作業を行う際は、接着力の低下を防ぐた
め、車内ヒーターやデフロスタースイッチを ONにしてフ
ロントウインドウを暖めておいてください。

一度貼り付けると、粘着力が弱くなるため貼り直し
できません。

120 mm
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●セパレーターは急にはがさず、ゆっくりはがして
ください。

●セパレーターをはがした後は、エレメントに触れ
たり、ものを当てたりしないでください。

注意

３. フィルムアンテナのタグを持って、セパレーター
Ⅰをゆっくりはがします。フィルムアンテナセパレーターⅠ

アース

汚れ、油膜、水分がガラス面に残っていると、エ
レメントがガラス面にうまく貼り付かず、フィル
ムをはがす際に、エレメントが断線することがあ
ります。窓ガラスが結露しているときは、十分に
乾燥させてからエレメントを貼り付けてください。

注意

２. フロントウインドウ内側のフィルムアンテナを貼
り付ける場所の、湿気、ホコリ、汚れ、油などを、
付属のクリーナークロスで取り除きます。

クリーナークロス

５. 指でエレメントをガラス面に押し付けながら、セ
パレーターⅡをゆっくりはがします。

４. ガラス面のマーキングにフィルムアンテナを合わ
せ、フィルムに空気が入ったり、シワが寄らない
ようにゆっくりと端から貼り付けます。

マーキング

フィルムアンテナ
のアース上部のラ
インを、ルーフラ
イニング前端のラ
インに合わせる。

ルーフライニング

マーキングのピラー
側のラインにフイル
ムを合わせる。

手順 7 でアンプを貼り付ける部分には触れないで
ください。

注意

●一度貼り付けたアンテナをはがしたり位置を変
えたりすることはできません。

●貼り付け後は、フィルムの上からエレメントを
強く押さえてガラス面に密着させてください。

アドバイス

エレメントがセパレーターⅡと一緒にはがれる場
合は、セパレーターⅡを元に戻して、ガラス面に
貼り付くように強く押しつけてください。

アドバイス

フィルムアンテナ

セパレーターⅡ

６. エレメントがガラス面に貼り付いていることを確
認しながら、タグを持ってセパレーターⅢをゆっ
くりはがします。

タグ（セパレーターⅢ）

エレメントだけが
貼り付く

エレメントがセパレーターⅢと一緒にはがれる場
合は、セパレーターⅢを元に戻して、ガラス面に
貼り付くように強く押しつけてください。

アドバイス
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ルーフライニング

セラミック
ライン

フ
ロ
ン
ト
ピ
ラ
ー

アンテナケーブル［③および④］
（アンプ部）

フィルムアンテナのアースを、
セラミックラインのグラデー
ションドット端に合わせて貼
り付けてください。

ルーフライニング
との間に隙間が空
き過ぎないように、
アンプ部を取り付
けてください。

７. アンテナケーブル（アンプ部）の裏シートをはが
して、エレメントの給電端子接触部の▲マークと、
アンプの給電端子の突起を合わせるように貼り付
けます。

▲マークエレメント

突起

裏シート

▲マーク

エレメント

突起突起

アンプの
給電端子

アンプの
給電端子

アンテナケーブル（アンプ部）

●アンテナケーブル［③および④ ］のアンプ部を
フィルムアンテナのエレメントに貼り付ける際、
ルーフライニングとの間に隙間が空き過ぎないよ
うにしてください。

●フロントピラー側に貼り付けるフィルムアンテナ
は、アースをセラミックラインのグラデーション
ドット端に合わせてください。

アドバイス

●アンプ部の裏シートをはがした後は、端子部に触
れないでください。静電気による故障や汗や汚れ
による接触不良の原因となります。

●ケーブルを引っ張った状態で貼り付けないでくだ
さい。

注意

８. 左図を参照して各アンテナケーブルを配線します。
フィルムアンテナⒷ
アンテナケーブル③

フィルムアンテナⒶ
アンテナケーブル④

フィルムアンテナⒶ
アンテナケーブル①

フィルムアンテナⒷ
アンテナケーブル②

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。

左図を参照して USB 接続ケーブルを配線します。

USB接続ケーブル

6 USB 接続ケーブルの配線



− 18 −

ナビゲーションシステムの取り付け
つづき

ナビゲーションシステムの取り付け
つづき

１. 純正クラスターパネルから、エアコンダクト、ハザー
ドスイッチ、ハザードスイッチコードカバーを取り
外します。

２. 専用クラスターパネルに、エアコンダクト、ハザー
ドスイッチを移設します。

３. ハザードスイッチコードカバーのテープをはがし、
左図の　　　部分をカットします。

ハザードスイッチ

エアコンダクト

専用クラスター
パネル

ハザードスイッチコードカバー

ハザードスイッチコード

テープをはがします。

部分をカットします。

切断面にはビニールテープ等
を巻いて保護してください。

₈ 車両部品の移設

●作業時のキズ付き防止のため、専用クラスター
パネルの表面はマスキングテープなどで保護し
てください。

●移設した車両部品が、専用クラスターパネルと
しっかり嵌合していることを確認してください。

●ハザードスイッチコードを切断しないようにし
てください。

●ハザードスイッチコードカバーの切断面部分に、
ビニールテープ等を巻いて保護してください。

注意

注意

１. 結線図（☞ 8 ページ）を参照し、車両オーディオハー
ネスの 10P、6P、5P 各コネクターを電源変換ハー
ネスに接続します。

２. 結線図（☞ 8 ページ）を参照し、車両ハーネスのラ
ジオアンテナコネクターをラジオアンテナ変換ケー
ブルに接続します。

３. 結線図（☞ 8 ページ）を参照し、車両ステアリング
スイッチハーネスをステアリングリモコンコードに
接続します。

車両オーディオ
ハーネス

ラジオアンテナ
変換ケーブル

車両ラジオ
アンテナコード

ステアリング
リモコンコード

電源変換ハーネス

車両ステアリング
スイッチハーネス

₇ 各コードの接続
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６. 専用クラスターパネルにフロアカメラダミーカバー
を取り付けます。

４. 専用クラスターパネルのブラケットに、加工したハ
ザードスイッチコードカバーを取り付けます。

５. ハザードスイッチコードを専用クラスターパネルに
接続します。

タッピングネジ

フロアカメラダミーカバー 専用クラスターパネル

ハザードスイッチコードカバー

専用クラスター
パネルのブラケット

フロアカメラユニット［別売または同梱品］を取り
付ける場合は、27 〜 28ページを参照してくださ
い。

■ フロアカメラユニット［別売または同梱品］
を取り付けない場合
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１. 左図のように、スイッチパネル接続コードをハーネ
ス固定テープで、ナビゲーション本体 ASSY の下
面に固定します。

スイッチパネル接続コード

15
0 m
m

ハーネス固定テープ

ラベル

ナビゲーション
本体ASSY下面

₉ ナビゲーション本体の取り付け

電源変換ハーネスなど 車体に付いていた
取付ネジ×4

ナビゲーション本体
ASSY

スイッチパネル接続コード

●スイッチパネル接続コードは、本体下側から手前
に引き出しておいてください。

●別売または同梱品のマルチドライブアシストユ
ニット、フロアカメラユニット、データ通信専用
通信モジュールを組み合わせる場合は、24 〜 29
ページを参照して取り付け、各コードをナビゲー
ション本体に接続してください。

２. 結線図（☞ 8 〜 9、30 〜 36 ページ）を参照し、
ナビゲーション本体 ASSY に各コードを接続します。

３. ナビゲーション本体 ASSY を車両に取り付けます。

結線および組み付け作業時に、ナビゲーション本体
ASSYの角またはブラケットで車両を傷付けない
ように注意してください。

注意

上下方向に位置調整可能

専用クラスターパネル開口部ナビ本体モニター部

４. 専用クラスターパネルを仮取り付けして、ナビ本体
モニター部と専用クラスターパネル開口部のすき間
を確認し、必要に応じて調整してください。

●ナビゲーション本体ASSY側面のブラケットは、
上下方向に調整することができます。

●モニターを開閉させて、上下が専用クラスターパ
ネルと接触しないことを確認してください。

ケース

破損

この部分を塞が
ないでください。

各接続
ケーブル

車両ブラケットなど

ナビゲーション
本体ASSY

●必ず本機に付属のネジを使用して取
り付けてください。付属のネジより
も長いネジを使用すると、本機内部
の部品をいためることがあります。

●放熱を妨げないために、下図の部分
を塞がないように各接続ケーブルを
配置してください。

●ナビーション本体ASSYを車体に取
り付ける際、各接続ケーブルの挟み
込みに注意してください。

取り付け上のご注意

●スイッチパネル接続コードは、左図のようにナ
ビゲーション本体ASSY下面の中心位置に固定
してください。

●ナビゲーション本体ASSY下面に貼られている
ラベルを隠さないように、ハーネス固定テープ
を貼ってください。

注意
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つづき

� 専用クラスターパネルの取り付け

� クッションの取り付け

スイッチパネル接続コード

ハザードスイッチ
接続コード

フロアカメラ
ユニット接続コード

専用クラスターパネル

クッション

この部分は使用しません。

② この長さのまま使用します。

① 30 mm

① 30 mm

モニターを
OPENさせます。

モニター
バックパネル

モニターバックパネル左右の凸面

スイッチパネル

クッションは、下端をスイッチパネルの
上面に合わせて貼り付けてください。

① 30 mmの長さにカットしたクッション

断面図

断面図 モニターバックパネル中央の凹面

スイッチパネル

クッションは、モニターバックパネル中央凹面の
斜面折れ曲がり部に合わせて貼り付けてください。

② クッション

１. スイッチパネル接続コード、ハザードスイッチ接続
コード、（およびフロアカメラユニット接続コード）
を、専用クラスターパネルに接続します。

２. 専用クラスターパネルを取り付けます。

１. クッションを左図の寸法にカットします。

２. ナビゲーション本体のモニターを OPEN させます。
３. ナビゲーション本体 ASSY のモニターバックパネ

ルの左図位置に、クッションを貼り付けます。

●専用クラスターパネル取り付け時に、上記ケーブ
ル類を車両と専用クラスターパネルの間に挟み込
まないよう注意してください。

●専用クラスターパネル裏面にあるツメの先端で、
周囲のインパネを傷つけないよう注意してくださ
い。

注意

クッションを貼る面は、汚れや油分などをよく拭き
取ってください。貼り付け後は上からよく密着さ
せ、確実に固定してください。

注意
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ナビゲーションシステムの取り付け
つづき

ナビゲーションシステムの取り付け
つづき

センターコンソール

１. スマートコマンダーホルダーにアタッチメントを取
り付けます。

２. アタッチメントにスマートコマンダーを取り付けま
す。

３. スマートコマンダーを取り付けたスマートコマン
ダーホルダーを、センターコンソールのカップホル
ダーに取り付けます。

スマートコマンダーが確実にアタッチメントに固
定されている事を確認してください。

注意

スマートコマンダー

アタッチメント

タッピングネジ×2

スマートコマンダー
ホルダー

スマートコマンダーの取り付け方法

� スマートコマンダーの取り付け

取り付け上のご注意
●スマートコマンダーは必ず固定してください。固定しない

で放置しておくと、スマートコマンダーが転がってブレー
キペダルの下に入り込み、大変危険です。

●スマートコマンダーに電池を入れてから、取り付けてくだ
さい。詳しくは取扱説明書を参照してください。

スマートコマンダーで本機を操作するには、
事前に設定が必要です。( ☞ 44 ページ)

小型コンソールボックス付き車の場合

アタッチメントのツメ部分を
矢印の方向に少し広げる

アタッチメントからの取り外し方法
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つづき

センターコンソール

両面テープ

２. トレイ付きスマートコマンダーホルダーにアタッチ
メントを取り付けます。

３. アタッチメントにスマートコマンダーを取り付けま
す。

４. スマートコマンダーを取り付けたトレイ付きスマー
トコマンダーホルダーを、裏面の両面テープでセン
ターコンソールの左図位置に取り付けます。

●両面テープを貼る面は、汚れや油分などをよく拭
き取ってください。貼り付け後は上からよく密着
させ、確実に固定してください。

●スマートコマンダーが確実にアタッチメントに
固定されている事を確認してください。

注意

スマートコマンダー

アタッチメント

トレイ付きスマート
コマンダーホルダー

タッピングネジ×2

スマートコマンダーの取り付け方法

トレイ
センター
コンソール

１. 車両のセンターコンソールからトレイを取り外しま
す。

大型コンソールボックス付き車の場合
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マルチドライブアシストユニット［別売または同梱］の取り付け

１. フロントウインドウ内側のフロントカメラを貼り
付ける場所の、湿気、ホコリ、汚れ、油などを、
付属のクリーナークロスで取り除きます。

２. フロントウインドウの左図位置に、フロントカメ
ラを取り付けます。

３. 左図を参照して、フロントカメラのケーブルを、
MA ユニット本体取付位置まで配線します。

フロントカメラ

フロントカメラのケーブル

140 mm

フロントカメラ

セラミックラインの
グラデーションドット端から

540 mm

フロントカメラの取り付け位置 （車室内から見た図）

シールを貼る面は、汚れや油分などをよく拭き取っ
てください。貼り付け後は上からよく密着させ、確
実に固定してください。

注意

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。

４. 25 〜 29 ページを参照して各コードを配線し、
MA ユニットに同梱の取扱説明書を参照して接続
状態の確認 , MA ユニットのカメラ設定 , カメラ取
付調整等を行います。

　（カメラ設定の項の「高さ」「中央から」は、マイセッ
トアップ内で、車両タイプの選択が完了していれ
ば下記数値が設定済みですので、入力は不要です。）

カメラ設定

高さ 中央から

159 cm 16 cm

●本書では、マルチドライブアシストユニット（MAユニット）［別売または同梱］の付属品の取付位置のみを記載し
ています。  

●MAユニット付属品の取付方法、結線方法、MAユニットの設定方法、カメラの設定／調整方法は、MAユニット
に同梱の取扱説明書をご覧ください。

1 フロントカメラの取り付け
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2 電圧信号入力線の取り付け
１. 左図を参照し、MA ユニットの電源接続ケーブル

の電圧信号入力線を MA ユニット本体取付位置か
らインパネサイドカバー部へ、ナビ接続コードを
MA ユニット本体取付位置からナビ本体取付位置
へ引き回します。

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。エレタップ

電圧信号入力線

ナビ接続コード

4Pコネクター

MAユニットの電源接続ケーブル 

２. インパネサイドカバー部にあるプッシュスタートス
イッチ用 10P コネクターのピンク線に、電圧信号
入力線のエレタップを接続します。

10P コネクター

エレタップ

電圧信号入力線

ピンク

10P コネクター

接続したエレタップの周囲には、カットしたハーネ
ス固定テープを巻き付けてください。

注意

ライブセキュリティ機能の電圧センサーは、前後
のドアロックが解除、もしくはドアオープンされ
た時に検知します。
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つづき

マルチドライブアシストユニット［別売または同梱］の取り付け

４. MA ユニットに同梱の取扱説明書に記載されてい
る結線図を参照して、MA ユニット用各種ケーブ
ルを MA ユニット本体に接続します。

５. 左図を参照し、MA ユニットのナビゲーション接
続ケーブルをナビ本体取付位置まで引き回します。

ファスナー［大］
（かたい方）

ファスナー［大］
（やわらかい方）

MAユニット本体

ラベル

シート基台カバー

MAユニット本体

運転席

MAユニット本体

MAユニット用各種ケーブル

MAユニットの
ナビゲーション接続ケーブル

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。

3 MA ユニット本体の取り付け

（運転席後方から見た図）

１. ファスナー［大］（かたい方）を、MA ユニット本体
裏面の左図位置に貼り付けます。

２. ファスナー［大］（やわらかい方）を、ファスナー［大］
（かたい方）に取り付けます。

３. ファスナー［大］（やわらかい方）のはくり紙をはが
し、MA ユニット本体を、運転席シート基台カバー
上面の左図位置に貼り付けます。

●ファスナーは、MAユニット本体裏面に貼られて
いるラベルを隠さない位置に貼ってください。

●ファスナーを貼る面は、汚れや油分などをよく拭
き取ってください。貼り付け後は上からよく密着
させ、確実に固定してください。

ファスナーを貼る面は、汚れや油分などをよく拭
き取ってください。貼り付け後は上からよく密着
させ、確実に固定してください。

シート表皮が革仕様車の場合、シート下面側の革の
たるみ部分と MAユニット本体が干渉しないように
ご注意ください。

注意

注意

注意
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フロアカメラユニット［別売または同梱］の取り付け

ハーネス固定テープ

フロアカメラ
ユニットのコード

ラベル

ラベル

注意

フロア
カメラ

レンズ

フロアカメラホルダー

フロアカメラは右図
の向きで、フロアカ
メラホルダーに組み
付けてください。

１. フロアカメラユニットのコードをフロアカメラホル
ダーの穴に通します。

２. フロアカメラをフロアカメラホルダーの奥まで入れ、
フロアカメラホルダー固定ネジで固定します。

３. フロアカメラを組み付けたフロアカメラホルダー
を、専用クラスターパネルに取り付けます。

４. フロアカメラ電源ボックスにフロアカメラユニット
のコードを接続します。

５. フロアカメラ電源ボックスを、専用クラスターパネ
ルの左図位置に取り付けます。

６. フロアカメラ電源ボックスとフロアカメラユニット
のコードを、ハーネス固定テープで固定します。

フロアカメラホルダー固定ネジ×2

フロアカメラ

フロアカメラホルダー

フロアカメラ
ユニットのコード

タッピングネジ

フロアカメラホルダー 専用クラスターパネル

フロアカメラ電源ボックス

フロアカメラ
ユニットのコード

フロアカメラ
電源ボックス

両面テープ ●フロアカメラ電源ボックスは、ラベルを隠さない
位置に取り付けてください。

●フロアカメラユニットのコードを固定するハーネ
ス固定テープは、ラベルを隠さない位置に貼り付
けてください。

●フロアカメラ電源ボックスおよびテープを貼る面
は、汚れや油分などをよく拭き取ってください。
貼り付け後は上からよく密着させ、確実に固定し
てください。

注意
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つづき

フロアカメラユニット［別売または同梱］の取り付け
７. MA ユニットに同梱の取扱説明書に記載されてい

る結線図を参照して、フロアカメラユニット接続
コードを MA ユニット本体に接続します。

８. 左図を参照し、フロアカメラユニット接続コード
をナビ本体取付位置まで引き回します。

９. フロアカメラユニット接続コードを、インパネの
左図位置にハーネス固定テープで固定します。

4Pコネクター

MAユニット本体

フロアカメラ
ユニット接続コード電源コードはMAユニットの

電源ケーブルのコード（赤の 
短い線、平ギボシ）に接続し、
RCAコネクタ（黄色）はMA 
ユニット本体に接続します。

ハーネス固定テープ

フロアカメラユニット接続コード

180 mm

同じ位置に配線するケーブルは、全ての付属品（お
よび組み合わせる別売品）を取り付けてから固定し
てください。

メモ
　　●別売のフロアカメラユニット「ND-FLC1」の場合、使用しない部品があります。
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３. MA ユニットに同梱の取扱説明書に記載されている
結線図を参照して、USB 延長ケーブルを MA ユニッ
ト本体に接続します。

４. USB延長ケーブルを、データ通信専用通信モジュー
ル「ND-DC2」に接続します。

５. ファスナー［小］（やわらかい方）のはくり紙をは
がし、データ通信専用通信モジュール「ND-DC2」
を運転席シート基台カバー上面の左図位置に貼り付
けます。

運転席シート
基台カバー

MAユニット本体
USB延長ケーブル

データ通信専用
通信モジュール
「ND-DC2」

ファスナー［小］
（やわらかい方）

「carrozzeria」の文字が
印刷されている面に貼ります。

ファスナー［小］
（かたい方）

データ通信専用
通信モジュール
「ND-DC2」

１. ファスナー［小］（かたい方）を、データ通信専用通
信モジュール「ND-DC2」の左図位置に貼り付け
ます。

２. ファスナー［小］（やわらかい方）を、ファスナー［小］
（かたい方）に取り付けます。

●ファスナー［小］（かたい方）は、「carrozzeria」
と書かれた面に貼り付けてください。

●ファスナー［小］（かたい方）を貼る面は、汚れや
油分などをよく拭き取ってください。貼り付け後
は上からよく密着させ、確実に固定してください。

注意

通信モジュール［別売または同梱］の取り付け

ファスナー［小］（やわらかい方）を貼る面は、汚れ
や油分などをよく拭き取ってください。貼り付け後
は上からよく密着させ、確実に固定してください。

注意

（運転席後方から見た図）
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

外部アンプの接続

システムリモート
コントロール

外部アンプ (別売) 外部アンプ (別売)

RCA
入力端子へ

RCA
入力端子へ

RCA
入力端子へ

外部アンプ (別売)

デュアルRCAピンケーブル
「CD-002W」（別売）

25 cm

市販のRCA
オーディオコード
（赤・白）

ハイレンジSP用

フロントSP用

ミッドレンジSP用

リアSP用

ローレンジSP用

サブウーファー用

（ネットワークモード）：
3-way マルチアンプ・マルチスピーカーシステムを本機につなぐ場合

（スタンダードモード）：
フロント、リア、サブウーファーのスピーカーシステムを本機につなぐ場合

システムリモートコントロール
外部アンプの ON/OFF をコントロール
するために使用します。(DC 12 V、
300 mA以内でご使用ください。)

ハイレンジSP

フロントSP

ミッドレンジSP

リアSP

ローレンジSP

サブウーファー

サブウーファー出力（黒）

15 cm

23 cm

15 cm

リア出力
（赤・白）

フロント出力
（赤・白）

黒黒

13 cm

RCA入出力ケーブル

青/白

  電源変換ハーネス

メモ
　　●お使いのスピーカーシステムに合わせて、スピーカーモード（☞ 37 ページ）を設定する必要があります。
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

トゥイーター / サブウーファーの接続

ネットワーク ネットワーク

 トゥイーター（R）
「セパレート２ウェイ
　スピーカー」付属
（別売）

 トゥイーター（L）
「セパレート２ウェイ
　スピーカー」付属
（別売）

黒

  電源変換ハーネス

市販のRCA
オーディオコード

パワードサブウーファー(別売） デュアルRCAピンケーブル
「CD-002W」（別売）

25 cm

サブウーファー出力

システムリモート
コントロール

外部アンプのON/OFFをコントロール
するために使用します。
(DC 12 V、 300 mA以内でご使用く
ださい。)

システムリモートコントロール

黒

RCA入出力ケーブル

黒

黒（アース）

青/白

赤

白

⊕

⊖

⊕

⊖

⊕

⊖

⊕

⊖

灰

白/黒

灰/黒

白

灰

白/黒

灰/黒

黄

10P

ネットワーク部の接続方法は、スピーカー付属の
取扱説明書の「メインユニット側でトゥイーター
用配線を分岐する場合」をご覧ください。

メモ

　  ●マイセットアップの車種専用セッティング（☞ 40 〜 43 ページ）において、スピーカータイプの選択をすることができます。
　  カロッツェリア推奨スピーカーを使用している場合は、カロッツェリア推奨スピーカーを選択してください。

　  ●カロッツェリア推奨スピーカー向けデータは、下記スピーカーを使用し作成しています。
　　　・フロント・リア共に、カロッツェリア製セパレート2ウェイスピーカー　
　  ●セパレート2ウェイスピーカーのネットワークのトゥイーターアッテネーターは0dBにしてください。   

（工場出荷状態は0dB）
　  ●カロッツェリア推奨スピーカー向けのデータ使用時は、トゥイーターの取付位置にご注意ください。
　　　・フロントスピーカーのトゥイーターは、ダッシュボード上の純正位置に取り付け。
　　　・リアスピーカーのトゥイーターは、リアドア上部の純正位置に取り付け。

　　　上記の取付状態で一番良い音質を得られるよう作成しています。
　  ●JBLプレミアムサウンドシステム装着車両には、専用チューニングデータは使用できません。
　  ●電源変換ハーネスと接続するネットワーク側の線色は、スピーカーに付属の取扱説明書をご覧ください。
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

ネットワークモードの接続

外部アンプを接続する場合は
（☞ 30 ページ）

(左） (右）

ミッドレンジSP

ハイレンジSP

スピーカー出力
白

白/黒

灰

灰/黒

緑

緑/黒

紫

紫/黒

 電源ケーブル
「RD-N001」（別売）

黒

13 cm

青/白

23 cm

サブウーファー出力

黒

外部アンプのON/OFFをコントロールするた
めに使用します。
(DC 12 V、 300 mA以内でご使用ください。)

システムリモートコントール システムリモートコントール

システムリモートコントール

黒

市販のRCAオーディオコード

デュアルRCAピンケーブル
「CD-002W」（別売）

25 cm

RCA入出力ケーブル

ローレンジSP用
外部アンプ

メモ

　　●本機に 3-way マルチアンプ・マルチスピーカーシステムを接続する場合は、スピーカーモードをネットワークモードに 
　　　設定する必要があります。（☞ 37 ページ）

●高・中・低それぞれの音域（バンド）を専用のアンプとスピーカーで再生する3-way マルチアンプ・マルチスピーカーシステムを
接続することができます。

●接続には別売の電源ケーブル「RD-N001」と配線キット「KY-10P」相当が必要です。
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

リアモニターの接続
本機には、別売のパイオニア製リアモニター（HDMI 入力または RCA 入力）が接続できます。

メモ
　  ●本機にリアモニターを接続したときは、リアクルーズモード設定（☞ 49 ページ）が必要です。

●接続したリアモニターは、運転者が走行中に映像を見るこ
とができない位置に設置してください。

●パイオニア製以外のモニターを接続した場合は画像が乱れ
る場合があります。また、フロントモニターに表示される
映像と画質は異なります。

●著作権保護された番組をビデオデッキなどで録画すると、

著作権保護のための機能が働き、正しく録画できません。
また、著作権保護の機能により、ビデオデッキを介してモ
ニター出力した場合には、再生目的でも画質が劣化するこ
とがあります。これらは機器の問題ではありません。著作
権保護された番組を視聴するときは、本機とリアモニター
を直接接続してお楽しみください。

注意

パイオニア製RCA
入力のリアモニター

（別売）

パイオニア製HDMI
入力のリアモニター

（別売）

30 cm

リアモニター付属
RCAコード

リアモニター出力

黒黒
RCA入出力ケーブル

CD-HM050（別売）
5 m

黄

HDMI ケーブルの固定について

本機に HDMI ケーブルを接続する場合は、
市販のロックタイを使って、HDMI ケーブ
ルが抜けないようしっかりと固定してくだ
さい。

HDMI
ケーブル

ロックタイ

フック ① HDMI ケーブルとフックに
ロックタイを回す

② ロックタイを締める
③ HDMI ケーブル確実に固定

されていることを確認する
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

バックカメラユニットの接続
●本機には、バックカメラ接続用取付キット「KK-Y202BC」［別売］とカメラ端子変換コネクター「RD-C200」［別売］を使用して、

バックカメラユニット「ND-BC8Ⅱ」［別売］を接続できます。
●バックカメラユニットの取り付け手順は、「KK-Y202BC」の取付説明書を参照してください。

バックカメラ
接続端子

 カメラ端子変換コネクター
「RD-C200」（別売）

 バックカメラ接続コード
（「KK-Y202BC」付属）

車両のバックカメラ用
プリワイヤハーネス

  バックカメラユニット
「ND-BC8Ⅱ」（別売）

4P

赤

赤

黄

黄

4P

 電源RCA接続コード
（「KK-Y202BC」付属）

5P

5P

3P

3P

黒

10P

  電源変換ハーネス

本体取付ネジで
共締めしてください。

黒

RCA入出力
ケーブル

注：カメラ端子変換コネクター
「RD-C200」（別売）の
コードを、市販のロックタ
イでRCA入出力ケーブルに
留めてください。

黒（アース）

メモ

　  ●「ND-BC8Ⅱ」および「KK-Y202BC」を使用している場合、マイセットアップの車種専用セッティング（☞ 40 〜 43 ペー
ジ）において、バックカメラタイプ設定を「ND-BC8Ⅱ」を選択することで、専用に調整された駐車アシスト線を表示する設
定にすることができます。正しく設定できているか、実車でご確認ください。

　  ●「KK-Y202BC」を使用しなくても接続は可能ですが、その場合は配線の引き回しが必要となります。   
　　  また、「ND-BC8 Ⅱ」付属の金具での取り付けとなり、バックカメラの入力設定（☞ 45 〜 46 ページ）が必要となります。

駐車アシスト線の確認

●ガムテープなどで右図寸法の目印線を付け、カメラ映像
の駐車アシスト線が正しく線上にあることを確認してく
ださい。

●位置がずれている場合は、「バックカメラ設定」内の「駐車
アシスト線表示を調整する」（☞ 46 ページ）を参照して、
設定をし直してください。

●「駐車アシスト線表示を調整する」の「バックカメラ調整」
画面では、アシスト線上のポイントをタップして選択し、
カーソル位置を移動させたい位置までドラッグします。

●ドラッグ後の微調整は、 ▲ ▼ ◀ ▶ ボタンをタッチして
ください。 車両後端

約25cm

約50cm

約25cm

約2m

目印

目印
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－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

iPhone/ スマートフォン /iPod の接続
お使いの iPhone/ スマートフォン/iPod によって、本機との接続方法やご準備いただく別売ケーブルが異なります。

接続上のご注意
指定のケーブル以外は使用しないでください。動作不良や、製品の破損・故障の原因となる恐れがあります。

HDMI ケーブルの固定について

iPod / iPhone を USB 接続する場合

Lightning コネクタ対応端末を HDMI 接続する場合

本機に HDMI ケーブルを接続する場合は、
市販のロックタイを使って、HDMI ケーブ
ルが抜けないようしっかりと固定してくだ
さい。

フック

HDMI
ケーブル

ロックタイ

① HDMI ケーブルとフックに
ロックタイを回す

② ロックタイを締める
③ HDMI ケーブル確実に固定

されていることを確認する

1.5 m

1.5 m

50 cm

iPhone/iPod用USB変換ケーブルセット「CD-IU021」（別売）

USB接続ケーブル
0」（別売）24U-DC「

30ピンコネクタ対応
iPhone（市販）

Lightningコネクタ対応
iPhone/iPod（市販）

iPhone/iPod 用接続ケーブル
「CD-IU51」（別売）

50 cm

黒黒
黒

黒

黒

黒

黒 黒

Lightningコネクタ対応
iPhone/iPod（市販）

13 cm
2 m

HDMI 接続ケーブルセット
」（別売）M021H-DC「

注：端子がコンソール内で外れない
ようにご注意ください。

黒 黒

黒

黒 黒

黒 黒

黒

Lightning - Digital AVアダプタ
（Apple Inc.製）（市販）

1.5 m 50 cm

iPhone/iPod用USB変換ケーブルセット
1」（別売）20UI-DC「

メモ

　  ●HDMIケーブルは、市販のロックタイを使ってフックに確実に固定してください。
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メモ

　  ●HDMIケーブルは、市販のロックタイを使ってフックに確実に固定してください。

AndroidTM 端末（MHL 端子）を接続する場合

AndroidTM(MHL) 用接続
ケーブルセット「CD-MUV330」
（別売）

黒黒

黒

黒黒

黒

黒

黒 黒

AndroidTM 端末 (MHL)（市販）

1.5 m 50 cm

75 cm

75 cm 2 m

注：端子がコンソール内で
外れないようにご注意
ください。

－必ず車のバッテリーの⊖端子を外してから接続してください－

iPhone/ スマートフォン /iPod の接続
つづき



− 37 −

お使いのスピーカーシステムに応じて、本機のスピーカーモード設定を行ってください。

スピーカーモード設定を行う

1 車のエンジンをかけます

2
スピーカーモード設定画面が表示されたら、
スピーカーの接続状態に合わせてモードに
タッチします

スタンダードモード  ：フロント・リアの4 スピーカーシス
　テム、またはフロント・リア・サブ
　ウーファーのフルレンジスピーカー
　システムを構築している場合に選択
　します。
　通常はこちらを選択します。 

ネットワークモード ：高・中・低音域のそれぞれの音域
　（バンド）を専用のアンプとスピー
　カーで再生する3-way マルチアンプ
　・マルチスピーカーシステムを構築
　している場合に選択します。

3  決定 にタッチします

4 引き続き、接続・取り付けの確認を行います

次ページの「接続・取り付けの確認を行う」をご確認く
ださい。

ご注意
 設定を変更する場合は、一度初期化を行う必要が
あります。

メモ

● 3-way マルチアンプ・マルチスピーカーシステムの接続について、詳しくは外部アンプの接続（☞ 30 ページ）および 
ネットワークモードの接続（☞ 32 ページ）をご覧ください。

●また、スピーカーシステムに付属の取扱説明書をご覧ください。
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接続・取り付けの確認を行う

1 次の画面が表示されたら　　　　　　にタッチ 通常モード 
します

ご注意

  店頭展示モード 　　　　　　　　を選択しないでください。
　　　　　　　　を選択してしまった場合は、
エンジンをかけ直してください。

2 次の画面が表示されたら
 あとで設定する にタッチします

3  を押してHOME画面を表示します

▼

4  AV・本体設定 － － － システム情報 
 接続状態  の順にタッチします

▼

▼

▼

5 接続状態を確認します（☞次ページ）

6 接続状態を確認したら、　　にタッチします 

 店頭展示モード 

接続・取り付けが終わったら、本機を動作させ、接続・取り付けの確認を行ってください。
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接続状態画面の見かた
GPS アンテナ：
GPS アンテナの接続状態と受信状態を確認できます。正
しく接続されていれば［OK］、未接続の場合には［未接続］
が表示されます。その右側に表示されるアンテナマーク
で GPS アンテナの受信状態を確認できます。電波の受
信しやすい見晴らしの良い場所で２本以上バーが表示さ
れていれば良好です。

測位状態：
現在の測位状態（３次元測位／２次元測位／未測位）が表
示されます。その右側には測位に使われている衛星（橙色）
と受信中の衛星（黄色）の数が表示されます。３つ以上の
衛星の電波を受信すると現在地の測位が可能になります。

取付位置：
ナビゲーション本体の取り付け状態を確認できます。必
ずエンジンをかけた状態で停車して確認してください。
停車時に［振動許容範囲外］が表示された場合は、測位の
精度が悪くなります。車の振動が少ない位置にしっかり
と取り付けて、停車時に［OK］が表示されるのを確認して
ください。また走行後に［取付角度許容範囲外］が表示さ
れた場合は、ナビゲーション本体の取付角度が許容範囲
外です。販売店にご相談ください。

車速パルス：
車速信号入力（ピンクリード線）の接続状態を確認できま
す。正しく接続されていれば、車を走行させると“ピッ”
と発信音がして、数字とバーが表示されます。数字とバー
は本機が測定したパルス数をあらわしています。 “ピッ”
音とパルス数は速度によって変化します。車速パルスの
確認は、低速（時速5 km/h 程度）で行ってください。

イルミネーション：
イルミ電源（橙/ 白リード線）の接続状態を確認できます。
車のライトを点灯させてください。ライトを点灯すると

［ON］、消すと［OFF］が表示されます。

バック信号：
バック信号入力（紫/ 白リード線）の接続状態を確認でき
ます。パーキングブレーキをかけブレーキペダルを踏ん
でから、シフトレバーをＲ（リバース）の位置からＲ（リ
バース）以外の位置にすると LOW から HIGH、または
HIGH から LOW に切り換わります。

パーキングブレーキ：
パーキングブレーキスイッチ（若草色リード線）の接続状
態を確認できます。ブレーキペダルを踏んで、パーキン
グブレーキをかけ直してください。パーキングブレーキ
を解除すると［OFF］、かけ直すと［ON］が表示されます。

ETC/ETC2.0 ユニット：
ETC ユニットまたは ETC2.0 ユニットの接続状態を確
認できます。必ずセットアップしてから確認してくださ
い。正しく接続されていれば［OK］、未接続の場合には［未
接続］、エラーがある場合はエラー番号が表示されます。

車載器管理番号：
現在接続中の ETC ユニットまたは ETC2.0 ユニットの
車載器管理番号が表示されます。ETC ユニットまたは
ETC2.0 ユニットが正しく接続されていない場合は表示
されません。

カード有効期限：
現在接続中の ETC ユニットまたは ETC2.0 ユニットに
挿入したカードの有効期限が表示されます。ETC ユニッ
トまたは ETC2.0 ユニットが正しく接続されていない場
合や、機種によっては表示されません。

通信モジュール：
通信モジュールの接続状態を確認できます。正しく接続
されていれば［OK］、未接続の場合には［未接続］が表示
されます。
通信モジュール接続中は使用期限も表示されます。（お客
様が取り付けた直後（取り付けた月）は表示されません。）

ドライブレコーダー：
ドライブレコーダーの接続状態を確認できます。正しく
接続されていて動作可能な場合は［OK］、未接続の場合は

［未接続］が表示されます。ただし、ドライブレコーダー
を一度も接続していない場合は、項目自体が表示されま
せん。

MAユニット：
MAユニットの接続状態を確認できます。正しく接続され
ていて動作可能な場合は［OK］、未接続の場合は［未接続］
が表示されます。ただし、MAユニットを一度も接続して
いない場合は、項目自体が表示されません。
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マイセットアップの車種専用セッティングの、「車両タイプ（車両情報設定、フロントカメラ取付位置 )」「バックカメラタイプ設定」 
「スピーカータイプ設定」「ステアリングリモコン設定」にて、車種専用セッティングデータを適用しての設定を行う事ができます。

1  を押してHOMEメニューを表示します

▼

2  
AV・本体設定 にタッチします

4  
マイセットアップを始める　 にタッチします

3  にタッチしますマイセットアップ

5  
 に5回タッチします次へ

メモ

▼

Rear Cruise

マイセットアップ設定中は、次へ にタッチすると次
の設定へ、前へ にタッチすると前の設定に戻ります。
終了 にタッチすると、その時点までの設定を保存し
てマイセットアップ終了画面に移ります

次へ
前へ

終了

 

メモ

　  ●以下の手順は「アルファード」への取り付けの場合にて説明しています。
　  ●「ヴェルファイア」への取り付けの場合、「ヴェルファイア」に対応した項目を選択してください。
　  ●マイセットアップのその他の設定は取扱説明書をご覧ください。

マイセットアップの車種専用セッティング設定を行う



− 41 −

1 車両タイプ  にタッチします

2 にタッチします

車両タイプを設定する

▼

3 はい にタッチします

2

1

 

バックカメラタイプ設定 にタッチします

ND-BC8II  にタッチします

バックカメラタイプを設定する

▼

3 はい にタッチします

ALPHARD

メモ

バックカメラ接続用取付キット「KK-Y202BC」［別
売］を使ってバックカメラユニット「ND-BCⅡ」［別
売］を取り付けている場合は、本設定を行ってくだ
さい。
それ以外の場合は本設定を　　　  のままとし、次項
の　　　　　　　　　　  の設定を行ってください。
別途バックカメラを装着している場合は　バックカ
メラ設定（☞ 45～46 ページ）を参照ください。

未設定
スピーカータイプ設定
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1 スピーカータイプ設定 にタッチします

2 該当するスピーカータイプ にタッチします

スピーカータイプを設定する

▼

3 はい にタッチします

2

1

 

ステアリングリモコン設定 にタッチします

ON にタッチします

ステアリングリモコンを設定する

3 はい にタッチします

メモ

ご自分でお好みのステリングリモコン機能を割り当
てたい場合は　　　にタッチし、別途、ユーザーズ
ガイドのステリングリモコン設定を参照して、設定
を行ってください。

OFF

マイセットアップの車種専用セッティング設定を行う
つづき
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マイセットアップを終了するにタッチします

終了にタッチします1  

2

全ての設定が終了したら
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スマートコマンダー設定を行う

1  を押してHOMEメニューを表示します

▼

2  
AV・本体設定 にタッチします

4  
リモコン機器登録 / 消去 にタッチします

3 7 画面に表示されている手順どおりに登録を
行います

6

  にタッチします－リモコン設定

5  
 にタッチします

スマートコマンダー にタッチします

8 確認  にタッチします

 

●本機に、同梱のスマートコマンダー（専用リモコン）を接続すると、オーディオやナビゲーションの操作ができます。
●スマートコマンダー（専用リモコン）を使うためには、本機の設定が必要です。

メモ

　  ●事前にスマートコマンダーに電池をセットしておく必要があります。電池のセット方法は取扱説明書をご覧ください。
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バックカメラ設定を行う
●本機にバックカメラを接続した場合は、バックカメラ設定を行ってください。
●「ND-BC8Ⅱ」および「KK-Y202BC」を使用している場合、マイセットアップの車種専用セッティング（☞ 40 〜 43 ページ）に

おけるバックカメラタイプ設定にて、「ND-BC8Ⅱ」を選択することで、車種専用に調整された駐車アシスト線を表示する設定に
できます。その場合は、本ページの設定を行う必要はありません。

1  を押してHOMEメニューを表示します

■バックカメラの入力設定をする

2  AV・本体設定 － － バックカメラ設定 
にタッチします

▼

▼

3  バックカメラ入力 　　　　　　　　   にタッチして「ON」に
設定します

4  バック信号極性 　　　　　　　   にタッチしてカメラの極性
を選択します

 LOW ： 接続状態画面（☞ 39 ページ）で、シフトレバーを
バックに切り換えたときに「バック信号」の表示
が［LOW］になる車両の場合はこちらを選びます。

●タッチするたびにLOW/HIGHが切り換わります。

●タッチするたびにON/OFFが切り換わります。

 HIGH ：接続状態画面（☞ 39 ページ）で、シフトレバーを
バックに切り換えたときに「バック信号」の表示
が［HIGH］になる車両の場合はこちらを選びます。

の順

1  駐車アシスト線表示 　　　　　　　　　　にタッチして「ON」に
設定します

●タッチするたびにON/OFFが切り換わります。

バックカメラを設定する  

●工場出荷時は「OFF」です。

■バックカメラの極性を設定する
●工場出荷時は「HIGH」です。

駐車アシスト線表示を設定する  

●工場出荷時は「OFF」です。

メモ

バックカメラ入力が「ON」になっていないと、設定
できません。（☞「バックカメラの入力設定をする」）
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2  バックカメラ調整 にタッチします

3 調整ポイントや距離目安線をドラッグして、
位置を調整します

距離目安線

調整ポイント

■ 調整ポイント
上下左右にドラッグして位置を調整します。

■ 距離目安線（横破線）
上下にドラッグして位置を調整します。また、
ピンチイン/ピンチアウトで幅を調整します。

ドラッグしたり、タッチキーを使ったりして、
調整ポイントや距離目安線の位置を調整します4  

メモ

調整ポイントにタッチし、  /　/　/　にタッチして
も位置を調整できます。
距離目安線にタッチすると、 　/  　にタッチして
両端の調整ポイントを同時に調整できます。

、  /　/　/　、  /　/　/　、  /　/　/　

、 　/  　、 　/  　

 初期値　　　にタッチすると、カーソル位置を初期値に戻
せます。

5 調整が終了したら、　 にタッチします 

駐車アシスト線表示を調整する  

メモ

駐車アシスト線の表示が「ON」になっていないと、
設定できません。（☞ 45 ページの「駐車アシスト
線表示を設定する」）
バックカメラが映し出す範囲は、バックカメラの取
り付け位置と取り付け向きによって変わります。
バックカメラの取付説明書に記載されている場所に
正しく取り付けてください。

車両後端

約25cm

約50cm

約25cm

約2m

目印

目印

1
車両の幅＋両側約25 cm、車両後端から後ろ
側へ＋約50 cmと＋約2 mの位置に、ガム
テープなどで目印をつけます

バックカメラ設定を行う
つづき
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AUX 設定を行う
本機に VTR などの外部映像機器を接続した場合は、AUX 設定を行ってください。

1  を押してHOMEメニューを表示します

2  AV・本体設定 －  の順にタッチします

▼

3  
AUX設定 － AUX  の順にタッチします

▼

4 設定が終了したら、　  にタッチします
 

メモ
　  ●工場出荷時の AUX設定  は「AUX」です。
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ドライブレコーダー設定を行う
本機にドライブレコーダーユニット「ND-DVR1」を接続した場合は、本機の設定を行ってください。

1  を押してHOMEメニューを表示します

▼

2  
AV・本体設定 －  の順にタッチします

▼

3  AUX設定 － Drive Recorder 
チします

の順にタッ

▼

4 設定が終了したら、　 にタッチします

メモ
　  ●工場出荷時の AUX設定  は「AUX」です。

メモ

　  ●MAユニットの各種設定については、MAユニットに同梱の取扱説明書をご覧ください。
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リアクルーズモード設定を行う
本機にリアモニターを接続した場合は、リアクルーズモード設定（映像出力先設定、音声出力設定）を行ってください。

1  を押してHOMEメニューを表示します

▼

2  AV・本体設定 － － リアクルーズモード設定 
の順にタッチします

▼

▼

3  映像出力先設定 　　　　　　　　 にタッチして、リアモニター
との接続方法を選択します

▼

4  音声出力設定 　　　　　　　にタッチして、リアスピーカー
に出力するAVソースの音声を選択します

▼

5 設定が終了したら、　 にタッチします 

6
AVメニューを表示し、  　　 　　　　 にタッ
チして、リアモニターに出力する映像ソースを
選択します

Rear Cruise

メモ

HDMI/RCAの場合は、ミラーリング非対応となります。
本機に RCA 入力のリアモニターを接続した場合は、
Rear Cruise を　　　　　　に設定すると、HDMIビジュアル
ソース再生時にリアモニターの画面が黒画になりま
す。

メモ

AVメニューの表示方法やRear Cruise の設定につ
いては取扱説明書をご確認ください。

HDMI ：本機にHDMIを接続している場合は、こちら
　にタッチしてください。

：本機にRCAまたはHDMIとRCAを同時に接
　続している場合は、こちらにタッチしてく
　ださい。

HDMI/RCA

リアAVソース ：リアモニター側で再生しているAV
　ソースの音声が流れます。
：本機側で再生しているAVソースの音
　声が流れます。

フロントAVソース

メモ

●映像出力先設定と音声出力設定はどちらから設定しても構いません。本説明書では映像出力先設定を先に行う手順を例と 
して説明しています。

● AV メニューの Rear Cruise を Rear OFF にしてください。Rear OFF 以外の場合は、映像出力先設定 を行えません。
●スピーカーモード設定（☞ 37 ページ）をネットワークモードに設定している場合は、音声出力設定  は選択できません。



− 50 −

センサー学習のエラーメッセージ
接続確認と各種設定を完了し、走行を開始すると本機は自動的に 3D ハイブリッドセンサーの初期学習を行います。その際、つぎの
ようなエラーメッセージが表示されたときは、エラーの原因を取り除いてください。

＜走行開始後のエラーメッセージ＞
●［車速信号線が外れました。接続を確認してください。］
●［車速パルス信号が異常です。接続を確認してください。］
　ピンクリード線（車速信号入力）の接続先および接続状態を確認してください。
●［3Dハイブリッドセンサーが正常に動作していません。本体の取り付け角度や向きを確認してください。取り付けが正常な場合は、

お買上げの販売店に御相談ください］
　「ナビゲーション本体の取り付け（☞ 20 ページ）」を参照して、取付角度が間違っていないか確認してください。取付角度が正しい

場合は、内蔵センサーの故障が考えられます。お買上げの販売店またはパイオニア修理受付窓口にご相談ください。
●［車速パルスが接続されていません。簡易ハイブリッドで動作します。］
　ピンクリード線（車速信号入力）を接続してください。接続すると、3D ハイブリッドで初期学習をやり直します。

＜その他のエラーメッセージ＞
●［GPS アンテナが接続されていません。接続を確認してください。］
●［GPSアンテナが異常です。お買上げの販売店またはパイオニア修理受付窓口に御相談ください。］
　GPS アンテナの接続を確認してください。正しく接続されている場合は、断線・故障・劣化等が考えられます。お買上げの販売店

またはパイオニア修理受付窓口にご相談ください。
●［内蔵のセンサーが異常です。お買上げの販売店に御相談ください。］
　内蔵のセンサーの故障が考えられます。お買上げの販売店またはパイオニア修理受付窓口にご相談ください。
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メモ
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メモ




